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イタリアの文化は極めて複雑だ。長い歴史をもち、共和制、法学、工学、芸術、金融、
財政など多くの西洋の制度や学問の起源に関わっているだけでなく、フランスのパリやイギリスのロンドンのような一つの中心が存在し、同質の文化を有するとは言いがたいからである。イタリアとは伝統と独特の感性をもつ文化のパズルである。イタリアとは複数である。文化は単一でな 多様であり、多くの重要な中心都市、すなわちナポリ、ローマ、フィレンツェ、ボローニャ、フェラーラ マントヴァ、ヴェニス トリエステ、ミラノ、ジェノヴァ、トリノを拠りどころにしている。それぞれに伝統をもち 作家や学者を抱え、文化的繁栄の時代がある。一八世紀にヴィーコやゲーテが訪れたナポリ。ズヴェーヴォ、ジョイスといった二〇世紀初頭のトリエステ。トリノには一九世紀末、アミーチ 、ロンブローゾ、ニーチェもいた。一九六〇年代にはアルテ・ポー ェラがいる。ルネサンス
期のフェラーラとマントヴァにはアルベルティやマンテーニャ、二〇世紀にはキリコ
の形而上絵画でも名を馳せる。ミラ はヴェルディやマンゾーニなどのロマン派 スカピリアトゥーラ派、未来派 ォンタナのネオ・アヴァ ギャルドなどが存在した近代イタリアの核である。ジェノヴァは中世以来通商と金融の要衝
（ドーリア、コロンブスの名
を挙げよう）
、ヴェニスの街は豊かで、中世からナポレオン期まで名高い。そこにマルコ・
ポーロ、ジョルジオ ネ、ティツィアーノ、ヴィヴァルディ、カサノヴァ、フォスコロ、デューラー、ルソーがいた。そしてローマ フィレンツェがある。
こうした多様性を表わす本を果たして選ぶことができるだろうか？
　 もちろん不可
能だ。我々はいつまでもダンテやレオナルドなど「ナショナルな」天才達に固執したくない。そこで私は、イタ 全体を統一的に表象する作者や作品を探すよ まさにこうした都市ごとの断片的な状況を自ら
の問題とした作家に言及すべきだというこ
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世界で読まれる書物たち
とを思いついた。実際、多様性とは豊かさの一形態だが、ある時代には政治的・軍事的な弱みにもなる。ルネサンス期イタリアがフランス軍によって、あるいはチャールズ五世の帝国 より攻撃されたという事例がそれだ。イタリアは美しく豊かだったが、脆弱であった。やがて脆弱 が美しさや豊かさを蝕み、 を従属国に変容させた。このこ は、今日の社会を考えるうえで特に重要だ。というのも、いまヨーロッパ全体が、グローバル化した世界においてルネサンス期イタリアと同じ状況にあるからである。ＥＵとしてのヨーロッパは、今なお世界で最も豊かな土地 政治的・軍事的に非常に り服従と困窮の危機にさら れている。
　 こうした理由から、ルネサンス期に書かれた粗野で知的な短いエッセイを勧めたい。
マキャベリの『君主論』は、大きな国民 家 脅威にさらされている富める小国の脆弱さの問題解決を試みる。マキャベリは、強く組織化され中
央集権化した政治組織、つ
まり近代国家の必要性を認識していた。 の強靭な国家こそが国民、その幸福、安全、
財産を守ることのできる唯一の構造である。他の論理や原理が国民生活にはびこるところでは、危機や搾取、征服が行われる。また、強い指導者だけが人々をまとめることができるとマキャベリは信じてい が、これは誤謬により危機的な結果を招いた。ムッソリーニがそうだ。だがマキャベリは、あらゆ 暴政に反対し共和制の美徳を肯定していた
　 グローバリゼーションという危険な力学の脅威から民主政治を保護す
るために、我々は未だ共和制による国民の保護と国民道 必要としている。この意味で、マキャベリはイタリアを理解するために、また世界にとって今もなお有効である。
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（マキアヴェッリ『君主論』
河島英昭訳、岩波文庫、1998年）
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